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プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

高齢者支援セン
ターによる高齢
者支援及び居住
サービスの充実

P80

まちなか居住促進のため、まち
なかに福祉事業所の集積を進
め、まちなかでライフサクルの完
結を目指す。
※　まちなか居住の高齢者は、
要介護度が高くなると郊外の特
別養護老人ホーム等の施設へ
の入居あるいは介護保険サービ
ス事業所を利用せざるを得ない
傾向がある。住み慣れたまちで
できる限り生活することを目指
す。

住み慣れた地域でできる限り自
立した生活を営むことができるよ
う介護保険サービス事業所の誘
導を行う。

市
・
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
者

介護保険サービス事
業所のまちなかへの誘
導事業

※介護予防拠点施設
整備。運営事業を
2017.2月に修正

■主体・やり方を検討する事業
2017.3.7現在

水戸市中心市街地活性化協議会　基本計画に盛り込まれた事業一覧

①　まちづくり会社によ
るまちなか居住者によ
る居住ニーズ調査（ま
ちなか居住促進のため
のニーズを調査するた
め、保育や介護等の福
祉だけでなく、教育、労
働、娯楽、都市インフラ
等生活全般について）
の実施
　②　不足するサービス
を企業誘致あるいは空
き店舗対策等のインセ
ンティブよりも上乗せし
たインセンティブ設定に
よる立地誘導（市）

1
　（賃貸：改装費）　2,000
×　3　＝　6,000（千円）
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プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

Ｐ８１

民
間
企
業

（
不
動
産
業

、
民
間
託
児
所

）

ま
ち
づ
く
り
会
社

水
戸
市

まちなかの保育
ニーズに対応し
た保育サービス
の充実

生活密着サービス
まちなか託児所整備、
推進事業

厚生労働省の育環境改
善事業等事業を活用す
る。
厚生労働省の心こども
基金（賃貸物件による
保育所整備事業）を活
用する。
厚生労働省の事業所内
保育施設設置・運営等
支援助成金を活用す
る。

2

○子育て世代の負担削減
○中心市街地への雇用促進
○中心市街地への移住促進
○中心市街地居住の価値向上
○中心市街地と住民のコミュニ
ティ構築
○子供の安全確保

仕事の多様化とともに働き方の
多様化は進んでいる。世帯収入
を増やすために共働きを選択す
る親も増えており、どんな状況で
も健全な子育てができる安心感
を作ることが急務である。また、
中心市街地には飲食業を営む
若者も多いことから、夕方から夜
間の子供預かり需要は、今後と
も増えていく。
中心市街地のビジネスパーソン
の幼児を預かるだけでなく、小学
校の開放学級後の時間帯に子
供を預かれる学童保育などを、
中心市街地に設置する。厚生労
働省の育環境改善事業等事業
を活用する。
この支援策では、利便性の高い
立地での賃貸物件を活用した保
育サービスなどを求めている。
費用は、個人負担ではなく、利用
者の所属企業が負担できる仕組
みを作る。企業単独での子供預
かり施設は容易には作れないた
め、企業横断の福利施設として
機能させる。
中心市街地に子供預かりの施設
を整備するにあたり、既存の民
間企業が新設する場合や、既に
中心市街地に立地している施設
が拡充させる場合に利用できる
助成制度を作る。
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プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

Ｐ８１3
まちなか共同利用託児
所事業

○都市部居住者の付加価値創
出
○ロハスな街のイメージ作りによ
る、居住希望者獲得
○水戸市の豊かな資源をPR
○コミュニティーの交流

中心市街地で買い物や飲食など
サービスを受ける際に、子供を預
かってもらう施設を整備する。仕事
や非仕事時間の多様性を支える事
ができる。例えば、友達と食事に行く
際に子供を預けたり、仕事仲間との
飲食時に預けたりすることが可能に
なる。また、ファミリー世帯が夫婦だ
けで買い物を済ませたい時などに、
一時的に預ける事ができる。
大型商業施設や郊外のモールなど
ではデベロッパーなどが運営をして
いるが、中心市街地では運営主体
やコストの問題から取り組めていな
い。
中心市街地の小売店、飲食店、
サービス提供店舗などが利用料を
負担し、共同運営をしていく形式に
する。
時間制限のある、短時間の子供預
かりとして、専門スタッフだけでなく、
学生ボランティアや、アクティブシニ
アにも参加していただけるように整
備する。
H28　調査、参加事業主の募集
⇒中心市街地意識アンケート、企業
向け意識調査
H29　運営スタート
⇒運用開始、PDCA
○事業の実施場所・エリア
⇒中心市街地、市民会館内、水戸
駅周辺
○整備する施設等の機能，想定され
る規模
広いものが2，3か所あれば良いの
か、10人程度のものが数か所あった
方が良いのか、調査や社会実験をし
ていく。

○イベントの内容，出店者数・参加
者数など想定される規模
一時預かり中に、遊具の利用を始
め、体験コーナー、英会話、モノ作り
（工作）教室などを開催する。

まちなかの保育
ニーズに対応し
た保育サービス
の充実

H28
10,000（千円）
H29
20,000（千円）
H30以降、年度ごとに
17,000（千円）

○事業の収支内容
収入：企業サポーター賦
課金　　20,000千円
（@100千円×200店）
イベント収入　　2,500千
円
支出：広報　　1,000千円
家賃　　5,000千円
人件費　　10,000千円
人材募集　　1,000千円

ま
ち
づ
く
り
会
社

水
戸
市
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4

リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
居
住
環
境
整
備
事
業

ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業

1,改装(1,000K*10店舗)
＋運営(200K*12
月)=12,400K
2,改装(15,000K)＋運営
(200K*12月)=17,400K
3,改装(10,000K*3F)＋
運営(200K*12
月)=32,400K
4,改装(10,000K)＋運営
(200K*12月)=12,400K
5,改装(8,000K)＋運営
(200K*12月)=10,400K
6,改装(10,000K)+運営
(200K*12月)=12,400K
（K=千円）

① ランドオーナー
会議
②リノベーションデ
ザイン
③運営計画
④テナントミックス
⑤アーティスト誘
致
⑥カフェ誘致
⑦図書室誘致

○空きビル対策
○街なかテナント誘致
○来街者増加、街なか消費拡大
○街なか～文化施設連携

街なかビルリノベーショ
ン（テナントミックス＆
アーティストレジデン
ス）

デ
ザ
イ
ン

(

ま
ち
づ
く
り
会
社

）

P86
Ｐ90

○
不
動
産
業
者
○
ア
ー

ト
系
N
P
O

○
ま
ち
づ
く
り
会
社
○
ア
ー

ト
ラ
イ
ン
柏

○
芸
術
館
○
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
フ
ト
い
ち

○
街
の
駅

空きビルをリノベーションしテナント
やアーティストを誘致。単体での誘
致ではなくビル内ワンフロアやビル
ごとリノベし同系列の個店（やアー
ティスト）を連結させる事により魅力
度を複合的に向上させる。（1～3）
また、空きビルをリノベーションし街
なかサードプレイス（たまり場）として
活用。自由に使える空間として、「コ
ミュニティカフェ」「街なか図書室」「イ
ンフォメーションセンター」「カル
チャースクール」等を運営。（4～6）
１、石川ビル（泉二）／1~3号棟に
5~10坪程度の個室が多数あり、表
通り沿いから裏水戸へ迷路のように
誘い込める立地を利用し、若手テナ
ント（クラフト系？）を誘致。
２、大東旅館（天王町）／廃業した旅
館がそのまま残る。個室や共同風呂
などを利用し、アーティストレジデン
スとして活用。
３、レオ参拾番館ビル（南二）／「か
なでち」「炉蓮（ロハス）」の入居する
ビル。飲食店チャレンジショップを誘
致し、昼間人口の多い南町に屋台
村として活用。
○改装費はビルオーナー負担（1/2
補助）。オーナー負担分は賃料収入
にて回収。
○テナントは内装費と家賃負担。
チャレンジショップ補助を利用。

 

4、ホテルシルバーイン1F（銀杏坂）
／旧スタバ跡地。水戸の玄関口のコ
ミュニティスペースとして来街者を街
なかへ誘導。
5、横須賀ビル1F（南三）／旧美容室
ライブ跡地。中心街のコミュニティス
ペースとして街なかや文化施設へ誘
導。
6、トモス水戸1F（大工町）／西の玄
関口のコミュニティスペースとして来
街者を街なかへ誘導。

○改装費はビルオーナー負担（1/2
補助）。負担分は賃料収入にて回
収。
○運営者は、「コミュニティカフェ」「カ
ルチャースクール」にて家賃及び人
件費を負担。
○コミュニティカフェは、コーヒー
@300円×100杯×25日＝750,000円
及び、ランチ@500円×50食×25日
＝625,000円。計1,375,000円。
○カルチャースクールは、@2,500円
×3回（日）×25日＝187,500円
○合計1,562,500円にて運営。
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4
街なかビルリノベーショ
ン（テナントミックス＆
アーティストレジデン

ス）

○空きビル対策
○街なかテナント誘致
○来街者増加、街なか消費拡大
○街なか～文化施設連携

デ
ザ
イ
ン

(

ま
ち
づ
く
り
会
社

）

リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
居
住
環
境
整
備
事
業

ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業

○
不
動
産
業
者
○
ア
ー

ト
系
N
P
O

○
ま
ち
づ
く
り
会
社
○
ア
ー

ト
ラ
イ
ン
柏

○
芸
術
館
○
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
フ
ト
い
ち

○
街
の
駅

P86
Ｐ90

空きビルをリノベーションしテナント
やアーティストを誘致。単体での誘
致ではなくビル内ワンフロアやビル
ごとリノベし同系列の個店（やアー
ティスト）を連結させる事により魅力
度を複合的に向上させる。（1～3）
また、空きビルをリノベーションし街
なかサードプレイス（たまり場）として
活用。自由に使える空間として、「コ
ミュニティカフェ」「街なか図書室」「イ
ンフォメーションセンター」「カル
チャースクール」等を運営。（4～6）
１、石川ビル（泉二）／1~3号棟に
5~10坪程度の個室が多数あり、表
通り沿いから裏水戸へ迷路のように
誘い込める立地を利用し、若手テナ
ント（クラフト系？）を誘致。
２、大東旅館（天王町）／廃業した旅
館がそのまま残る。個室や共同風呂
などを利用し、アーティストレジデン
スとして活用。
３、レオ参拾番館ビル（南二）／「か
なでち」「炉蓮（ロハス）」の入居する
ビル。飲食店チャレンジショップを誘
致し、昼間人口の多い南町に屋台
村として活用。
○改装費はビルオーナー負担（1/2
補助）。オーナー負担分は賃料収入
にて回収。
○テナントは内装費と家賃負担。
チャレンジショップ補助を利用。

 

4、ホテルシルバーイン1F（銀杏坂）
／旧スタバ跡地。水戸の玄関口のコ
ミュニティスペースとして来街者を街
なかへ誘導。
5、横須賀ビル1F（南三）／旧美容室
ライブ跡地。中心街のコミュニティス
ペースとして街なかや文化施設へ誘
導。
6、トモス水戸1F（大工町）／西の玄
関口のコミュニティスペースとして来
街者を街なかへ誘導。

○改装費はビルオーナー負担（1/2
補助）。負担分は賃料収入にて回
収。
○運営者は、「コミュニティカフェ」「カ
ルチャースクール」にて家賃及び人
件費を負担。
○コミュニティカフェは、コーヒー
@300円×100杯×25日＝750,000円
及び、ランチ@500円×50食×25日
＝625,000円。計1,375,000円。
○カルチャースクールは、@2,500円
×3回（日）×25日＝187,500円
○合計1,562,500円にて運営。
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リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
居
住
環
境
整

備
事
業

ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業

水
戸
芸
術
館
パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ョ
ッ
プ
制
度
の
導
入

、
推
進

産
業
創
生

(

ま
ち
づ
く
り
会
社

）

Ｐ90

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

5

①事業実
施主体
：水戸芸術
振興財団
②財源
：水戸市
（水戸芸術
振興財団
への委託
事業）
③特製マッ
プのデザ
イン
：文化デザ
イナー学
院
④ワンポイ
ントサービ
スの提供
：店舗（店
舗から広
告費を徴
取しない代
わりに，ワ
ンポイント
サービス
に協力して
もらう。）

500千円
水戸芸術館チケット半
券の有効活用

水戸芸術館の来場者は，鑑賞
後，まちなかへ行かずに帰る傾
向がある。それは，まちなかの店
舗や水戸の見どころがわからな
いからではないだろうか。そのた
め，水戸芸術館で鑑賞後，水戸
のまちを回遊してもらう仕掛けを
つくり，歩行者通行量の増加や
店舗来客数の増加を図る。

○事業の実施場所：水戸芸術館周
辺

○事業の内容　　　：
・水戸芸術館の半券チケットをまちな
かの店舗で提示すると，ワンポイン
トサービスを受けられるようにする。
・ワンポイントサービスを受けられる
店舗は，登録制にし，特製マップに
掲載する。
・店舗の登録及び特製マップの作成
は，水戸芸術振興財団が行う。
なお，特製マップのデザインは，文
化デザイナー学院が授業の一環で
行う。マップには，スタンプを押す欄
を設け，お客さんには店舗をはしご
してもらう。
○事業の出店数 　：30店舗程度（見
やすいマップであり，かつ，歩きやす
い範囲とするため，選りすぐりの30
店舗とする。）
○事業の予算    ： 50万円
※　特製マップ印刷費。約10万部を
印刷。市の一般財源による対応

リノベーションスクール
運営（収益事業）

不動産オーナーとテナント候補
者とデザイナーを繋ぎ、個別に
事業化を促す仕組みづくり。

6

・具体的な内容
　3泊4日の短期集中。受講生が
7?8人のチームに分かれ、対象と
なる空き物件を調査。
　オーナーにしっかりヒアリング
する。
　事業性や投資回収のメドなどを
盛り込んだ具体的な計画を作り
上げる。
　自治体の補助金に頼らずに、
民間の資金を活用する「民間自
立型」の提案が原則。
　　　オーナーに提案が通れば、
事業が実際にスタート。
・具体的な事業
　スクールの運営と仲立ち、事業
化支援

ま
ち
づ
く
り
会
社

P93
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文化コンテンツ
強化プロジェクト

Ｐ１０５

クリエイティブ
リーダー育成事
業

Ｐ１０５

デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

8

水戸のアート・映画・音楽・演劇・
ダンス・クラフトなどの文化コンテ
ンツならびにシーンをグラデー
ション的に強化し、発信・育成を
目的としたプロジェクト。

既存の映画、アート、音楽、演劇、ダ
ンス、クラフトなどのコンテンツをフォ
ローし、相互的に繋げ、賑やかしで
はない重層的な文化のグラデーショ
ンを構築する。個々に行っている活
動をスポイルすることなく、連携し、
深化させることを目的とする。 まちな
かでのイベントの質の向上を担うと
共に、外部に向けての発進力を強
化する。 ●各文化ジャンルに於いて
水戸芸術館を頂点とした環境（トリ・
グラデーション）を構築する
●各ジャンル間の相互交流を担う
（コラボ・連動イベントやアートマンス
事業）
●交流拠点の構築（クリエイターズ
カフェやレジデンス、コワーキング・
シェアオフィスなど）
●情報発信媒体（ポータルサイト・冊
子）の編集発行・運営

文化コンテンツ強化プ
ロジェクト

条校として専門職業大学制度化され
る（文部科学省　2019年開校）
＊現在設置基準を検討中（文部科
学省今年度中に決定）
○専門職業大学の今までの大学と
違う点（日本初）
　　講師が企業人であること　技術
実習が中心の授業
　　地域・企業と連動していること（各
授業ごとに出資可能）
　　地域と密着していること
○専門職業大学院（日本初）クリエ
イティブリーダースクール（日本初）
　　専門分野を4年間学んだ優秀な
学生でチームを組んでビジネスをク
リエイティブ
に考えていく　様々な専門分野の学
生がチームを組むのが味噌
　　チーム例）調理・建築・マーケティ
ング・経理　を学んできた学生でチー
ムをつくる
　

NPO法
人、業務
委託

特に費用はかからない
今ある施設の共同使用
許可を頂ければ可能
例）市立図書館　水戸
芸術館　びよんど施設
内 中心市街地空店舗

○水戸発の起業家を育てる
○起業家志望の優秀な学生を水
戸に集結させる
○空き店舗を有効に教室として
活用し地域に貢献する活動を行
う
○若者人口を増やす
○水戸の地域産業を活性化させ
る　「ひと・まち・しごとの創世」

○文化デ
ザイナー
学院→専
門職業大
学　文化
デザイン
研究所
（仮）
　
専門職業
大学院
クリエイ
ティブリー
ダース
クール
（仮）

クリエイティブリーダー
育成計画

7

① 設置基準決定
②設置調査
③見積もり予算
④水戸市との協議
⑤茨城県との協議
⑥文部科学省に申
請

7



№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

Ｐ１０５
文化コンテンツ
強化プロジェクト

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

イベント運営・調整費
100万円～ 広報費（周遊
告知マップ・ポスター）
100万円～
のぼり制作・設置20万
円～
ポータルサイト制作・運
営構築50万円～+運営
発信業務120万円（年
間）

イベント運営・調整費
100万円～ 広報費（周遊
告知マップ・ポスター）
100万円～
のぼり制作・設置20万
円～
ポータルサイト制作・運
営構築50万円～+運営
発信業務120万円（年
間）～

水戸クリエイティヴウィークを核と
しながら、「クリエイティヴ」に街
中の賑わいを構築していく。
・交流人口の増加・宿泊者の増
加・外食産業への貢献・購買意
欲の増進
・まちなかでのクリエイティヴ（既
存の枠組みに囚われない）なプ
ログラムの構築発信
・水戸のまちなかのブランド品質
UP・水戸の魅力発信強化・長期
的ブランドの育成

カフェ・イン・水戸の定期開催
水戸芸術館現代美術ギャラリー
が主管し街中にも展開する「カ
フェ・イン・水戸」はフェス型アート
プロジェクトとしては日本でも先
行した試みだったと記憶する。よ
り街中と連動した、地方都市型
アートプロジェクトとして定期開
催し（現在は不定期開催）、多く
のアートファンの来水へとつなげ
交流人口の増加を狙う。また、街
中のクリエイティブ層との恊働、
新しい事業との連動を視野に入
れる。

9
水戸クリエイティヴ
ウィーク プロジェクト

現状任意
団体（実
行委員会
方式）→
後NPO法
人化も視
野にいれ
る
後援：水
戸市・水
戸観光協
会

・既存プロジェクトの発進力強化
・交流人口の増加・宿泊者の増
加・外食産業への貢献・購買意
欲の増進
・まちなかでのクリエイティヴ（既
存の枠組みに囚われない）なプ
ログラムの構築発信
・水戸のまちなかのブランド品質
UP・水戸の魅力発信強化・長期
的ブランドの育成

茨城県の県庁所在地である水戸
は、水戸芸術館をはじめ数々の
文化施設を有し近隣エリアだけ
でなく日本の文化をリードしてき
た。その土地で地に足をつけな
がら成長してきたプロジェクト「水
戸短編映像祭」や「あおぞらクラ
フトいち」、「カフェ・イン・水戸R」
など水戸発人気イベントを核にし
ながら連続したまちなかでのイベ
ントとして開催するのが『水戸ク
リエイティヴウィーク』。水戸の街
をもっとクリエイティヴに、水戸の
魅力をじっくり味わえる週間とす
る。
質の高い顧客への具体的な誘
客動機となるとともに、より具体
的に魅力を発信する機会を創出
する。
●コアイベント（2015年度）
「水戸短編映像祭」「あおぞらク
ラフトいち」「カフェ・イン・水戸R」
ほか

現状任意
団体（実
行委員会
方式）→
後NPO法
人化も視
野にいれ
る

水戸クリエイティヴ
ウィーク プロジェクト2

10
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№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

Ｐ１０５

文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
強
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

深作欣二資料室（館）の
設立→水戸市及び公的
外郭団体
施設での管理運営？
イベント運営・調整費?
映画製作支援事業?

深作欣二資料室（館）の設立運
営
名前を冠した映画上映イベント
の開催
→水戸映画祭の実質的復活
映画製作支援事業（フィルムコ
ミッション+制作支援）
→魅力発信課のフィルムコミッ
ション業務委託と水戸発の映画
製作発信

11

12

水戸らしいライフスタイ
ル（文化交流）
①交流機会の創出
カフェ・イン・水戸、水
戸クリエイティブウィー
クを中心としたプロジェ
クト
（c）MITO・アート・マン
ス（澤幡）

アート系のＮＰＯ団体が中心とな
り、市民の主体的な文化芸術活
動をサポートする体制を構築す
る。ＮＰＯは、企画内容の相談受
付や広報協力、事務局業代行な
ど、企画立案から実現に向けた
サポートを行い、市民の主体的
な参画と小規模文化団体の育成
を促進する。

NPO法人
シネマパ
ンチ

アート系
のＮＰＯ
団体
（まちづく
り会社の
スタッフと
して、
アーティ
ストを雇
用するこ
とでも可。
地域おこ
し協力隊
の活用な
ども検討
の余地あ
り。）

映画コンテンツ強化プ
ロジェクト

「映画の街・水戸」
水戸市が保有するゆかりの映画
監督深作欣二の資料を活かした
コンテンツを充実させるとともに、
名前を冠した映画上映イベント
や豊富なロケ地を背景とした映
画製作支援事業を展開し、名実
共に「映画の街」としてブランディ
ングしていく。
・交流人口の増加・水戸ブランド
品質UP・水戸の魅力発信強化
・長期的ブランド「映画の街・水
戸」育成

現在、水戸市で開催さ
れている「水戸市芸術
祭」（水戸芸術館を中心
会場として，約4か月間
にわたり、美術・音楽・
芸能など9部門22事業を
実施）に係る予算をベー
スに、現代美術系・クラ
フト系の活動も行えるよ
うな予算を付加できない
か。

カフェ・イン・水戸や水戸クリエイ
ティブウィークをベースとし、まち
や市民との隙間を埋めていくプ
ロジェクト。
文化芸術にまつわる活動を幅広
く紹介し、開催を支援する登録型
のプラットフォーム型事業。小規
模文化団体の育成・支援を目的
に広報協力、事務局業務代行、
企画立案から実現に向けたサ
ポートを行うことで、市民の主体
的な参画を促進。多彩なプログ
ラムがまちを彩る。前述のクリエ
イティブ・スペースとの連携も視
野にいれる。
■具体案：カフェ・イン・水戸や水
戸クリエイティブが定着化し、市
民側より参加意識が高まったタ
イミングでの事業化。
●参考事例ベップ・アート・マンス
（ベースは別府現代芸術フェス
ティバル「混浴温泉世界」）
http://www.beppuartmonth.com
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文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
強
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

13

・水戸の文化や歴史、自然、観
光地、文化遺産など（過去をあき
らかにして）を学び、それらを
ベースに若者の視点で発展させ
たイベントや事業（未来を考え
る）を学生が主体となって企画か
ら運営をする取組み。若者が楽
しいと思うコトを自分達で実施す
る。※過去をあきらかにして、未
来を考える→彰往考来（徳川光
圀が彰考館を命名する由来に
なった言葉）
・地域で活躍するＮＰＯや各団体
の方とのディスカッションや勉強
会などを学生が企画運営を行
い、自分達が学びたいこと、体験
したいことを自主的に実施、行動
する。
・実行委員会を組織し、年数回
のイベント、勉強会などを行う。
入学・卒業や就職などでメンバー
は年ごとに変わるので、反省点
や情報・経験を蓄積させる方法
を考える。
・各団体が行うイベントなどの情
報共有や企画運営・協力など連
携も行う。

イベント・事業　年２回と
想定　２５万円×２　５０
万円／年（内容による）
　勉強会などは商工会
議所や市民センターの
会議室を無料で使用
（後援を利用する）
　ＨＰは無料のを使用
し、学生がＳＮＳなども
含め運営する
　事業資金は企業協賛
や自己で賄える仕組み
を考える

・学生が中心となって、様々なコ
ンテンツ、文化のジャンルを組み
合わせた、魅力的な水戸ならで
はの「若者が活躍する場」を創出
する。
・多世代交流（学生と学生、学生
と企業や団体など）を通して出合
うきっかけ、気づくきっかけ作りを
行い、地域の担い手の育成や、
地元愛を育み、就職や定住を考
えた時に都会ではなく、まず「水
戸」となって欲しい。
・他地域（県内外、海外など）の
学生同士による交流を行い、情
報発信や観光を含めた水戸の魅
力を高めた交流人口の増加を目
指す。

学生が主
体となっ
た任意団
体
（水戸商
工会議所
学生サ
ポーター
C’s・
mitokawai
iproject
他）
後援：茨
城県、水
戸市、教
育委員
会、水戸
観光協会

学生プロジェクト
※）歴史資産を利用し
た学生プロジェクト「彰
往考来」を2017.2月に
修正

ＳＮＳなどで学生の
募集・後援申請→
実行委員会を組織
→勉強会、実行委
員会の実施→企
業協賛などで資金
の確保→ＳＮＳや
市報などでイベン
ト・事業等を告知
→イベント・事業の
実施→反省会、勉
強会、交流会など
の実施　　※繰り
返す
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P105

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

14

教育・人材②　創造的
活動支援事業「ばba」
※2017.2月に内容を修
正

かつて水戸の街中に数多く存在
した映画館。それぞれの映画館
では、多様な映画、多才な人に
出会い、時にはクリエイティブな
活動が生まれた場でもあり、水
戸の文化を育んできました。情
報が溢れその情報が供給過多
のためより良いものを選択する
のが難しい今日、人々の行動や
思考はわかりやすいものへと流
れやすく、多様性が失われつつ
あります。今一度、水戸のまちな
かに映画館という「場」を作り、多
様なもの、異質なもの、に出会う
機会を創出し、「ひと・もの・こと」
が混じり合うことで、水戸がより
一層文化度の高いまちになるこ
とを目指します。

（１）映画事業
映画と映画館がもつ大衆と文化
の力（もともと水戸にあるもの）を
生かし、文化的に豊かなまち作
りに貢献する。
（２）映画資料館事業
深作欣二監督の遺品の公開や
水戸の映画史の資料展示を行
い、水戸の映画文化を世界に発
信する。
（３）ソーシャル系大学事業
「学びの場としてのサードコミュ
ニティ」を目指し、地域に根づき、
地域のなかに学びの場を創り出
す。「学び」を通してクリエイティ
ブなマインドを醸成します。

310+1シ
ネマプロ
ジェクト
現在、市
民団体と
して活
動。数年
後には法
人化を目
指す。

課題
・物件選定
・雇用及び人材育
成
・会員組織

その他
・公共性が高い事
業を継続して行
い、新しい市民会
館内での事業展開
を目指し公設民営
の場を創出できる
ような組織体を目
指す。

（１）映画事業（31,100千
円）
　人件費700万／映画
料1750万／家賃360万
／広報費120万／光熱
費180万
（２）映画資料館事業
（4,800千円）
　人件費240万／広報
費120万／管理費120万
（３）ソーシャル系大学
事業（5,400千円）
　人件費240万／講師
招聘費120万／広報費
120万／会場借用費60
万
※事務所及び映画館開
設費用は別

創造的活動支
援事業
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№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
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市
民
主
体
に
よ
る
活
性
化
事
業
へ
の
支
援

P106

ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ

ュ
ル
ネ
・
オ
・
ミ
ト
実
行
委
員
会

（
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ

ュ
ル
ネ
・
オ
・
ジ
ャ
ポ
ン
熱
狂
の
日
音
楽
祭
実
行
委
員
会
と
連
携
し
組
織
結
成

）

ま
ち
づ
く
り
会
社

ラ・フォル・ジュルネ・
オ・ミト事業

15

ラ・フォル・ジュルネは、フランス・ナ
ント市が発祥のまちなか音楽イベン
ト。
まちなかのいろいろな場所でミニ演
奏会を実施。
出演者はプロや市民団体、部活動
など様々な団体が対象。
まちを歩く人は誰でも自由に見学を
することができる。
中心市街地全体が音楽ホールとな
り、まちの一体感を創出。
中心市街地の魅力を高める。
個々のパフォーマンスを短く細切れ
にし、個々のチケット価格を低く抑え
る。
ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポン熱
狂の日音楽祭実行委員会と連携し、
水戸市の実行委員会を設置、協賛
団体を広く募っていく。
開催他都市との連携を活発化するこ
とで、新たな文化形成に発展させて
いく。
開催都市　⇒東京
（http://www.lfj.jp/lfj_2015）
新潟、金沢、びわ湖、鳥栖
プロの演奏に加え、地元の学校やア
マチュアも出演する。
水戸芸術館を始め、アート関連のイ
ベントやアーティストともコラボしてい
く。
○実行委員会結成
○参加アーティストのブッキング
○協賛企業の募集
○PR、チケット販売
○会場設営、運営

○事業の実施場所・エリア
①市民会館、水戸芸術館周辺
②中心市街地やその周辺の各ホー
ル、集会所、店舗

○イベントの内容，出店者数・参加
者数など想定される規模
まちなかの各ポイントでクラシックや
ジャズをテーマにした演奏やワーク
ショップを開催。
3日間開催で参加者3万人

○事業の収支内容
収入：イベント収入
15,000千円　（@\500×3
万人）
支出：広報（案内チラ
シ、配布）　　500千円
アーティスト出演料
12,000千円
会場使用料　　2,000千
円
人件費　　500千円
事業収益：　　　0円
○支援処置
①中心市街地活性化ソ
フト事業　/総務省

○市民会館の、市民発想による
利活用促進
○首都圏からの来街促進
○文化的イベント開催による、水
戸ライフの豊かさ付加
○水戸アートのポテンシャルをア
ウトプットし、注目度UP
○来街者増による中心市街地の
にぎわい創出

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
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想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

市民主体による
活性化事業へ
の支援

○事業の収支内容
収入：イベント収入
2,500千円　（@\2500×1
千人）
企業協賛　　　　　　300
千円
支出：広報（案内チラ
シ、配布）　　500千円
ケータリング　　　1,000
千円
ワイン　　　　　　800千円
謝金　　　　　　　200千円
会場使用料　　100千円
人件費　　　　　100千円
事業収益：　　　100千円
○支援処置
①中心市街地活性化ソ
フト事業　/総務省

P106

アペリティ
フ365 in

水戸実行
委員会

（フランス
食品振興
会と連携
し組織結

成）
一般社団
法人日本
ソムリエ

協会
公益社団
法人全日
本司厨士

協会
水戸

バー・バ
ル・バー
ル実行委

員会
Domaine
MITO株
式会社

まちづくり
会社

共催：フラ
ンス農

業・農産
加工業・
林業省

／ フラン
ス食品振

興会

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

16
アペリティフ365　in　水
戸事業

○水戸の文化的発展、経済的発
展による、中心市街地の価値向
上
○飲食店、食物販、流通各業種
の活性化
○首都圏からの来街促進
○水戸アートのポテンシャルをア
ウトプットし、注目度UP
○来街者増による中心市街地の
にぎわい創出

6月第1木曜日は、「アペリティフ（フラ
ンス語の食前酒）」を愉しむ日
フランスのワインや飲み物はもちろ
ん、食材も含め食関連産業の振興
のフラッグシップ
日本では、フランス農業・農産加工
業・林業省とフランス食品振興会
（SOPEXA JAPON）が主催する「ア
ペリティフ365」というイベントが、東
京の会場を中心に、毎年開催されて
いて、2015年で12年目。著名人を招
いたセレモニーや、フランス料理の
名店が参加する飲食イベントを実
施。全国各都市でも、規模を変えて
実施している。
水戸市は文化的な素地があるた
め、アペリティフ365の食文化促進と
いうテーマと繋げた独自企画として、
アーティストによる食をテーマにした
ワークショップや、食育などの勉強
会なども同時開催し、市民全体への
波及性を見込む。
市民会館や水戸芸術館をメイン会
場としセレモニーやワークショップな
どを開催。
中心市街地の飲食店などと連携し、
各店の店頭や店内でアペリティフ体
験。
（空間・時間、飲みもの、食べ物など
の総合演出）
紙媒体のマップやネットなどを利用し
た案内を作成、会場から各飲食店に
誘導。

フランス食品振興会と連携し、水戸
市の実行委員会を設置する。
フランス食品輸入業者や飲食関連
企業などを対象に協賛団体を広く
募っていく。

開催他都市との連携を活発化するこ
とで、新たな文化形成に発展させて
いく。
開催都市　⇒東京
（http://www.aperitifjapon.com）
仙台、埼玉、横濱、太田、静岡、豊
橋、名古屋、岐阜、
富山、金沢、琵琶湖、高松、土佐、
徳島、広島、宮崎

○実行委員会結成
○出展内容募集
○協賛企業の募集
○PR、チケット販売
○会場設営、運営

○事業の実施場所・エリア
①市民会館、水戸芸術館周辺
②中心市街地やその周辺の各店舗

○イベントの内容，出店者数・参加
者数など想定される規模
著名人や有名シェフを招いたセレモ
ニー（市民会館・芸術館）
食をテーマにしたワークショップ（芸
術館）
中心市街地各飲食店でアペリティフ
の提供、企画実施
1日開催で参加者1000人　/　売上
2,500千円
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16

アペリティフ365　in　水
戸事業

○水戸の文化的発展、経済的発
展による、中心市街地の価値向
上
○飲食店、食物販、流通各業種
の活性化
○首都圏からの来街促進
○水戸アートのポテンシャルをア
ウトプットし、注目度UP
○来街者増による中心市街地の
にぎわい創出

アペリティ
フ365 in

水戸実行
委員会

（フランス
食品振興
会と連携し
組織結成）
一般社団
法人日本
ソムリエ協

会
公益社団
法人全日
本司厨士

協会
水戸バー・
バル・バー
ル実行委

員会
Domaine

MITO株式
会社

まちづくり
会社

共催：フラ
ンス農業・
農産加工
業・林業省
／ フラン
ス食品振

興会

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

市民主体による
活性化事業へ

の支援

P106

○事業の収支内容
収入：イベント収入

2,500千円　（@\2500×1
千人）

企業協賛　　　　　　300
千円

支出：広報（案内チラ
シ、配布）　　500千円
ケータリング　　　1,000

千円
ワイン　　　　　　800千円
謝金　　　　　　　200千円
会場使用料　　100千円
人件費　　　　　100千円
事業収益：　　　100千円

○支援処置
①中心市街地活性化ソ

フト事業　/総務省

6月第1木曜日は、「アペリティフ（フラ
ンス語の食前酒）」を愉しむ日
フランスのワインや飲み物はもちろ
ん、食材も含め食関連産業の振興
のフラッグシップ
日本では、フランス農業・農産加工
業・林業省とフランス食品振興会
（SOPEXA JAPON）が主催する「ア
ペリティフ365」というイベントが、東
京の会場を中心に、毎年開催されて
いて、2015年で12年目。著名人を招
いたセレモニーや、フランス料理の
名店が参加する飲食イベントを実
施。全国各都市でも、規模を変えて
実施している。
水戸市は文化的な素地があるた
め、アペリティフ365の食文化促進と
いうテーマと繋げた独自企画として、
アーティストによる食をテーマにした
ワークショップや、食育などの勉強
会なども同時開催し、市民全体への
波及性を見込む。
市民会館や水戸芸術館をメイン会
場としセレモニーやワークショップな
どを開催。
中心市街地の飲食店などと連携し、
各店の店頭や店内でアペリティフ体
験。
（空間・時間、飲みもの、食べ物など
の総合演出）
紙媒体のマップやネットなどを利用し
た案内を作成、会場から各飲食店に
誘導。

フランス食品振興会と連携し、水戸
市の実行委員会を設置する。
フランス食品輸入業者や飲食関連
企業などを対象に協賛団体を広く
募っていく。

開催他都市との連携を活発化するこ
とで、新たな文化形成に発展させて
いく。
開催都市　⇒東京
（http://www.aperitifjapon.com）
仙台、埼玉、横濱、太田、静岡、豊
橋、名古屋、岐阜、
富山、金沢、琵琶湖、高松、土佐、
徳島、広島、宮崎

○実行委員会結成
○出展内容募集
○協賛企業の募集
○PR、チケット販売
○会場設営、運営

○事業の実施場所・エリア
①市民会館、水戸芸術館周辺
②中心市街地やその周辺の各店舗

○イベントの内容，出店者数・参加
者数など想定される規模
著名人や有名シェフを招いたセレモ
ニー（市民会館・芸術館）
食をテーマにしたワークショップ（芸
術館）
中心市街地各飲食店でアペリティフ
の提供、企画実施
1日開催で参加者1000人　/　売上
2,500千円
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産
業
創
生

（
ま
ち
づ
く
り
会
社

）

17

クリエイティブ産業誘
致・起業家支援（起業
する文化の育成）（収
益事業）

クリエイティブでチャレンジングな
若者の創業・起業支援を通し、ま
ちに起業する文化を定着させ
る。

ま
ち
づ
く
り
会
社

P107

・具体的な内容
　対象は、クリエイティブな、チャレンジ
ングな、ベンチャー的な、個性の強烈な
事業。（芸術的、文化的、伝統的、歴史
的なものも）生活者視点、女性視点、体
感・五感に訴えるもの。小さな特化型を
たくさん集積させ、まち全体で多様性を
創出。
・具体的な事業
埋もれた人材や技術、商品の掘り出し
クラフト市、まちフェス、路上マーケット
（有料）で見出す。
コンテストなどで事業者をピックアップ
（プロもアマも）。
チャレンジングなテーマ別コンテスト。
　アート、飲食ベンチャー、農業ベン
チャー：小さくても高粗利益なもの。強
烈な個性、地域の素材を活用した製造
小売、高付加価値型サービス業を見出
す。
事業の場づくり
　裏通りのリノベーションスクール等、リ
ノベ企画に参加してもらい、事業計画づ
くり。そして、事業者の意向を反映させ
たお店づくり（リノベーション）、出店。
企業・創業支援策
　　行政支援：補助金、優遇策、など
　　旦那衆の支援：サポートチーム、販
路紹介、旦那衆チーム・ネットワーク、な
ど
※小さな挑戦を地域で育てていくプロセ
ス　＜まちなかに多様な都市型産業を
集積させる＞
＜コンテスト等で発掘＞　⇒　＜スクー
ル＞　⇒　＜事業化＞　　⇒　＜小さな
特化型の集積＞

　　　埋もれた人材　　　×　 遊休不動
産   ×　 雇用創出   　＝　　 まちなか
再生
　　埋もれた技術・商品
　　（不動産オーナー）　 （事業オー
ナー）　 　　　　　　　　　　（都市型産業の
集積）

　　　　　　↑   　　　　　　 　　↑
↑　　　　　　　　　  ↑
 　　　コンテスト等　　　　 リノベーション
起業・創業支援     　   事業プラン

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
起
業
家
支
援
事
業
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プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

・小学校５・６年生～中学校３年
生までの市内（近郊）に住む学生
が基本５人で１つの模擬会社を
作り、セミナーや合宿を通して商
売を学び、商品を企画し、株主と
銀行から借り入れをして、実際に
水戸まちなかフェスティバル等の
中心市街地で行うイベントで出
店し商売をします。（約半年間の
カリキュラム）
・商売をした後には、株主配当や
おこずかいを計算するセミナーを
行い、売上の一部を税金という
名目で、水戸市に寄付を行いま
す。また、表彰式にはグランプリ
を決定し、ＳＮＳやＨＰ等を利用し
て、活動を報告します。
・商売の先生は、中心市街地で
実際に商売を行う方になって頂
き、子ども達が仕入れする商品
は基本的に中心市街地で購入し
ます。子ども達の考えたことに、
大人は限りなく「指示や答えを教
える」ことはせず、見守ることで、
子ども達の責任と自分力を鍛え
るように仕向けます。
・大学生や専門学生が主体でセ
ミナー、合宿を運営します（単位
をもらえる）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
任
意
団
体

後
援
：
茨
城
県
と
水
戸
市
の
教
育
委
員
会

P10718
ジュニアエコノミーカ
レッジ　in みと

・小中学生が実際の職業経験を
通して、社会性を学び自分力を
高める
・子ども達が自分達で「決める」こ
と、「行動する」こと、「結果を分
析する」ことを通して、キッザニア
の表面的な楽しい体験ではなく、
「経験」となり、地元の方とのつな
がりや出会いを通して、将来地
元で企業する人材を育てる。
・商売の厳しさや楽しさ、（お父さ
んお母さんが頑張る）お金を稼ぐ
ことの大変さも経験することで、
金銭感覚（商売を肌で感じるこ
と）を子どものうちから養い、将
来のグローバル社会で戦う優位
性を身につけてもらう。

子ども達参加費５０００
円×７５名（１５チーム）
375,000円
企業等の協賛及び県、
市からの助成金
1,000,000円
計1,375,000円　（イベン
ト時の準備品（テント・発
電機他）、合宿・セミナー
施設利用費、弁当飲料
費、テキスト代、広告宣
伝費、写真映像記録
費、保険代　他）

ま
ち
な
か
職
業
体
験
事
業
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産
業
創
生

（
ま
ち
づ
く
り
会
社

）

19 拠点づくり（収益事業） P107

ま
ち
づ
く
り
会
社

中心市街地並びにその周辺エリ
アでの、新たな拠点づくりを戦略
的に進める。

・先回り営業で、逆算の計画づく
り、経営を。公共性と市場性の一
致を（皆が来る場所に、皆が欲し
いものを）。
・具体的な事業
ＭＩＴＯマルシェ
　釜神アパート跡地活用
（または中心市街地空き店舗、
等）
地元ＪＡの農産物販売、黄門料
理 食堂、水戸藩ラーメン、黄門
福包み、水戸物産

偕楽園梅炭製品、黄門チーズ
（森林公園山羊チーズ）、黄門シ
ジミ（涸沼）、ＭＩＴＯワイン

薬草園＋伝統工芸館（西の谷）：
１０年で回収
焼き物、着物、染め物、提灯、木
工、鍛冶などの伝統工芸や技術
（水戸藩ネタ）の伝承館
体験型、商品化、専門家育成

物産館＋駐車場（レイクサイドボ
ウル跡地利活用）：１０年で回収
物産館、駐車場、黄門ミュージア
ム

水戸学資料館（知事公舎）：５年
程度で回収
資料館＋関連書籍の現代語訳・
出版事業

　　　まちかど博物館・美術館・資
料館
　　　　　リノベーションによる施設
整備、水戸発のヒト、モノ、コトの
展示館（＋周遊コース）

ま
ち
な
か
拠
点
づ
く
り
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プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

実施団
体：救民
妙食普及
向上協会
飲食店
：中心市
街地の飲
食店
農業生
産：ファー
マーズ
マーケッ
ト、日本
農業実践
学園、ご
協力いた
だける農
家　等
検査実施
団体：　茨
城県薬剤
師会公衆
衛生検査
セン
ター、大
学等研究
機関

ブランディング：2000千
円
店舗導入：1000千円
材料開発：1000千円
店舗展開：1000千円
（継続するソフト事業に
おいては，年当たり事業
費）
・畑の賃料5-10千円
・検査費10千円
・商標登録費用
･パッケージデザイン：
250千円
・WEBサイト作成管理：
1000千円
・展示商談会出店：500
千円
・法被のぼり等販促費
500千円
（継続するソフト事業に
おいては，年当たり事業
費）

①「救民妙薬」という医学の歴史
的財産の活用。それを観光資源
につながる。
②偕楽園に訪れた「観光客」を街
中に誘致する題材になる。自ず
と「文化のまち」のPRにもつなが
る。
③救民妙薬は「健康食」へつな
がり、「女性をターゲット」とした
提案になり、日常の賑わいにも
つながる。
④救民妙薬の「薬草栽培」は農
業大国である茨城県の新たなる
「ブランディング野菜」が産業へ
つながる。
⑤新たなる観光資源は飲食店と
産業を発展させ、今後の水戸市
を成長させる財産へとつながる。

していきたいと思わせることが観
光客を中心市街地に留まる大き
な要因となる。その為に中心市
街地全体のソウルフードを生み
出すような試みが必要である。
・観光客だけをターゲットにする
のではなく、日常の賑わいを求
めるためにも工夫が必要であり、
健康ブームに載せ「健康食」を強
めに訴える。それが、中心市街
地の地域に住む女性を核とした
ニーズにつながると考えられる。
・救民妙薬は、地元でとれる食材
が元になっている。それらを栽培
することは、地元の農家でもそれ
ほど無理のない工程で可能であ
ると考える。それが新たなるブラ
ンディング野菜が生まれること
と、農業の産業の発展につなが
ることが考えられる。

動き出している関連事業：
☑泉町二丁目商店街振興組合：
「救民妙食」の発刊および、例会
「あけまして泉町」にて『すっぽん
雑煮』の提供
☑水戸藩にまつわる薬草園の会
による「西の谷薬草園」の運営。
☑株式会社ジオフーズによる南
町キッチン薬膳カフェの開催：毎
週月火曜日、薬膳と弁当の提供
や、薬膳教室、料理教室の開
催、レシピの開発

20

教育・人材
① 過去に学ぶ姿勢～
未来つなぐ（岩間＆寺
門）
「救民妙食」
※2017.2月に内容を修
正

ま
ち
な
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○ロハスな街のイメージ作りによ
る、都市居住の付加価値（食）創
出、居住促進
○首都圏からの来街促進
○水戸の魅力を、口コミで首都
圏に広げる
○来街者増による中心市街地の
にぎわい創出
○来街者向け、訪問スポット作り
○水戸市の産業をPR
○水戸市の豊かな資源をPR
○コミュニティーの交流
○農村地帯と隣り合わせで共存
している状況は水戸市中心市街
地の強みである。都市部の利便
性優先の生活をしながら、農村
地帯ならではのゆとりや豊かさ
あるいはリラクゼーションなどを
いつでも採り入れる事が可能
で、また自然の恩恵ともいうべき
新鮮な野菜・肉・魚がいつでも揃
うというライフスタイル。この中心
市街地居住者の特権をPRするこ
とで、中心市街地への居住と産
業の集積を促進する
○クラインガルテンを設置し、週
末就農に宿泊機能を追加したス
タイル提案をする。滞在型にする
事で、利用者の消費行動が伴い
中心市街地の商業利用を促進
する
○クラインガルテンの利用者は
東京都内など大消費地からの消
費者であるため、利用者からの
口コミやSNSによる情報発信・共
有で、観光事業を活性化する
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　ミトロハスプロジェクト

①自然体験型まちなか市場設置事業
水戸の上市の中でも紀州堀の西側は、
江戸時代には商業が自然発生して発達
してきた歴史がある。特に鉄砲町では札
場が近く、周辺で穀市が立つことがあっ
たことから、鮮魚を売りに来る商人が集
まり、今でいうマルシェが成立していた。
土地の記憶を継承して活性化させていく
ために、水戸公設地方卸売市場のサテ
ライト施設を整備する。
マルシェ・ジャポン全国事務局やNPO法
人Farmer’s Market Associationと連携
し、水戸市独自の実行委員会を設置、協
賛団体を広く募っていき、運営していく。
開催他都市との連携を活発化すること
で、新たな文化形成に発展させていく。
開催都市　⇒東京・青山国連大学
（http://farmersmarkets.jp）
　　　全国の開催状況はマルシェ・ジャポ
ン（http://www.marche-japon.org）

水戸公設市場で営業している専門業者
による生鮮品の販売を採り入れる事で、
卸売業者ならでは陳列のボリューム感を
出すことができ、いわゆるマルシェの雰
囲気や賑わい感を創出していく。
ファーマーズ・マーケットも定期開催し、
県内農産地のコミュニティーが来街する
きっかけ作りや、双方のコミュニティー交
流の場として活用していく。
また、購入した生鮮品をその場で食べら
れるBBQコーナーも整備する。食べ方提
案や、簡単な料理教室も開催できること
で、賑わいを創出する。
②農業体験の推進拠点整備事業
都市部に生活主体を置きつつ週末就農
するスタイルへの希望者をサポートす
る。まちなか市場を集合・解散拠点、情
報受発信拠点として、当事業をPRも含め
た、多機能施設として整備する。農業体
験受け入れで連携する農産地域への往
復は、当施設発着のシャトルバスなどで
対応し、原則マイカー規制。
収穫した作物はまちなか市場のファー
マーズ・マーケットで販売でき、利用者の
選択によって様々な体験や経験ができる
ようにし、生活の豊かさを満たす。

③首都圏からの消費者の取り込みのた
めのクラインガルテン設置事業
中心市街地近郊の根本、柳河、青柳エリ
アのいずれかに、まちなか市場の別館と
してクラインガルテンを整備する。
中心市街地との機能的なつながりを持た
せるために、収穫した農作物はファー
マーズ・マーケットで販売できるようにす
る。クラインガルテン利用者が中心市街
地を利用するきっかけとなり、にぎわいを
創出していく。
本事業には上位計画が必要であり、農
村振興基本計画を策定する。

④フォーミュラE
2014年秋に北京で初開催し、全世界10
都市、全11戦で競われる、電気自動車に
よるフォーミュラカーレースを水戸市内で
開催する。
偕楽園や千波湖を中心とした都市型公
園から、水戸城址や水戸のメインストリー
トといった都市部を巡るコースを設定し、
水戸の魅力が詰まったレースを企画す
る。フォーミュラEは公道レースのみで開
催されており、テレビ中継を通して、街並
みや都市景観を全世界に発信できるとい
う強みを持つ。
コミッショナーや参加チームだけでなく、
タイヤや部品メーカー、ジャーナリスト、
そして多くのファンが来街することから、
宿泊施設と連携をとり、水戸泊を売り込
む（F1は東京に宿泊してしまう）。コミッ
ショナーと連携を取り、また、飲食店やナ
イト業態も取り込み、中心市街地一体と
なって、誘致する。

H28　調査、場所の選定。既存の市場と
の調整、参加事業主の募集。
⇒中心市街地意識アンケート、企業向け
意識調査、周辺農業実態調査、
拠点設置場所選定、水戸市公設市場と
の実施団体設立、FIAとの調整
自民党モータースポーツ振興議連、経済
産業省、電気自動車普及協会、
国内で既に誘致活動をしている自治体
（横浜市、大阪府）と情報交換
H29　市場建設、PR
⇒設計・建築、PR開始、利用者募集開
始、フォーミュラE誘致活動
H30 運営スタート
⇒運用開始、PDCA

○事業の実施場所・エリア
①市場②推進拠点　⇒市民会館、五軒
町1丁目、
太田街道の金町1丁目・北見町～大町～
南町3丁目
③クラインガルテン　⇒根本、柳河、青柳
④フォーミュラE　⇒中心市街地⇔千波湖

○整備する施設等の機能，想定される規
模
市場のサテライト施設であるが、それほ
どの広さは必要無い。
物販部分より、BBQやイベントなど、フ
リースペースの確保が必須。
クラインガルテンは、中心市街地隣接地
区に40棟。市民農園、BBQサイト併設。

○イベントの内容，出店者数・参加者数
など想定される規模
週末就農者を募ったファーマーズ・マー
ケットを開催。毎回10～20人規模の出
店。
専門業者の店舗とともに、来場者に買い
物を単身でもらう楽しみを創出。

○事業の収支内容
収入：賃料収入

15,000千円　　（1区画
1,000千円×15区画）

施設利用料　　20,000千
円　　（1区画500千円×

40区画）
イベント収入　　5,000千

円
BBQサイト使用料

500千円　（@1,000円×
500団体）

農業体験サポーター
1,000千円　　（1口5千円

×200人）
農業体験参加費

1,500千円　（年間3000
人・回）

農産地のPR費　　1,000
千円

支出：広報（案内チラ
シ、配布）　　6,000千円
減価償却　　30,000千円

バス代　　500千円
家賃　　1,000千円

人件費　　5,000千円
（フォーミュラEは上記と

は別で調査中）

○支援処置
強い農業づくり交付金

/農林水産省
農山漁村地域整備交付
金別紙11集落基盤整備
事業に係る運用/農林

水産省
社会資本整備総合交付
金（都市再生整備計画
事業-1）　/国土交通省
地域商業自立促進事業

/経済産業省
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①自然体験型まちなか市場設置事業
水戸の上市の中でも紀州堀の西側は、
江戸時代には商業が自然発生して発達
してきた歴史がある。特に鉄砲町では札
場が近く、周辺で穀市が立つことがあっ
たことから、鮮魚を売りに来る商人が集
まり、今でいうマルシェが成立していた。
土地の記憶を継承して活性化させていく
ために、水戸公設地方卸売市場のサテ
ライト施設を整備する。
マルシェ・ジャポン全国事務局やNPO法
人Farmer’s Market Associationと連携
し、水戸市独自の実行委員会を設置、協
賛団体を広く募っていき、運営していく。
開催他都市との連携を活発化すること
で、新たな文化形成に発展させていく。
開催都市　⇒東京・青山国連大学
（http://farmersmarkets.jp）
　　　全国の開催状況はマルシェ・ジャポ
ン（http://www.marche-japon.org）

水戸公設市場で営業している専門業者
による生鮮品の販売を採り入れる事で、
卸売業者ならでは陳列のボリューム感を
出すことができ、いわゆるマルシェの雰
囲気や賑わい感を創出していく。
ファーマーズ・マーケットも定期開催し、
県内農産地のコミュニティーが来街する
きっかけ作りや、双方のコミュニティー交
流の場として活用していく。
また、購入した生鮮品をその場で食べら
れるBBQコーナーも整備する。食べ方提
案や、簡単な料理教室も開催できること
で、賑わいを創出する。
②農業体験の推進拠点整備事業
都市部に生活主体を置きつつ週末就農
するスタイルへの希望者をサポートす
る。まちなか市場を集合・解散拠点、情
報受発信拠点として、当事業をPRも含め
た、多機能施設として整備する。農業体
験受け入れで連携する農産地域への往
復は、当施設発着のシャトルバスなどで
対応し、原則マイカー規制。
収穫した作物はまちなか市場のファー
マーズ・マーケットで販売でき、利用者の
選択によって様々な体験や経験ができる
ようにし、生活の豊かさを満たす。

③首都圏からの消費者の取り込みのた
めのクラインガルテン設置事業
中心市街地近郊の根本、柳河、青柳エリ
アのいずれかに、まちなか市場の別館と
してクラインガルテンを整備する。
中心市街地との機能的なつながりを持た
せるために、収穫した農作物はファー
マーズ・マーケットで販売できるようにす
る。クラインガルテン利用者が中心市街
地を利用するきっかけとなり、にぎわいを
創出していく。
本事業には上位計画が必要であり、農
村振興基本計画を策定する。

④フォーミュラE
2014年秋に北京で初開催し、全世界10
都市、全11戦で競われる、電気自動車に
よるフォーミュラカーレースを水戸市内で
開催する。
偕楽園や千波湖を中心とした都市型公
園から、水戸城址や水戸のメインストリー
トといった都市部を巡るコースを設定し、
水戸の魅力が詰まったレースを企画す
る。フォーミュラEは公道レースのみで開
催されており、テレビ中継を通して、街並
みや都市景観を全世界に発信できるとい
う強みを持つ。
コミッショナーや参加チームだけでなく、
タイヤや部品メーカー、ジャーナリスト、
そして多くのファンが来街することから、
宿泊施設と連携をとり、水戸泊を売り込
む（F1は東京に宿泊してしまう）。コミッ
ショナーと連携を取り、また、飲食店やナ
イト業態も取り込み、中心市街地一体と
なって、誘致する。

H28　調査、場所の選定。既存の市場と
の調整、参加事業主の募集。
⇒中心市街地意識アンケート、企業向け
意識調査、周辺農業実態調査、
拠点設置場所選定、水戸市公設市場と
の実施団体設立、FIAとの調整
自民党モータースポーツ振興議連、経済
産業省、電気自動車普及協会、
国内で既に誘致活動をしている自治体
（横浜市、大阪府）と情報交換
H29　市場建設、PR
⇒設計・建築、PR開始、利用者募集開
始、フォーミュラE誘致活動
H30 運営スタート
⇒運用開始、PDCA

○事業の実施場所・エリア
①市場②推進拠点　⇒市民会館、五軒
町1丁目、
太田街道の金町1丁目・北見町～大町～
南町3丁目
③クラインガルテン　⇒根本、柳河、青柳
④フォーミュラE　⇒中心市街地⇔千波湖

○整備する施設等の機能，想定される規
模
市場のサテライト施設であるが、それほ
どの広さは必要無い。
物販部分より、BBQやイベントなど、フ
リースペースの確保が必須。
クラインガルテンは、中心市街地隣接地
区に40棟。市民農園、BBQサイト併設。

○イベントの内容，出店者数・参加者数
など想定される規模
週末就農者を募ったファーマーズ・マー
ケットを開催。毎回10～20人規模の出
店。
専門業者の店舗とともに、来場者に買い
物を単身でもらう楽しみを創出。

○事業の収支内容
収入：賃料収入

15,000千円　　（1区画
1,000千円×15区画）

施設利用料　　20,000千
円　　（1区画500千円×

40区画）
イベント収入　　5,000千

円
BBQサイト使用料

500千円　（@1,000円×
500団体）

農業体験サポーター
1,000千円　　（1口5千円

×200人）
農業体験参加費

1,500千円　（年間3000
人・回）

農産地のPR費　　1,000
千円

支出：広報（案内チラ
シ、配布）　　6,000千円
減価償却　　30,000千円

バス代　　500千円
家賃　　1,000千円

人件費　　5,000千円
（フォーミュラEは上記と

は別で調査中）

○支援処置
強い農業づくり交付金

/農林水産省
農山漁村地域整備交付
金別紙11集落基盤整備
事業に係る運用/農林

水産省
社会資本整備総合交付
金（都市再生整備計画
事業-1）　/国土交通省
地域商業自立促進事業

/経済産業省
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①自然体験型まちなか市場設置事業
水戸の上市の中でも紀州堀の西側は、
江戸時代には商業が自然発生して発達
してきた歴史がある。特に鉄砲町では札
場が近く、周辺で穀市が立つことがあっ
たことから、鮮魚を売りに来る商人が集
まり、今でいうマルシェが成立していた。
土地の記憶を継承して活性化させていく
ために、水戸公設地方卸売市場のサテ
ライト施設を整備する。
マルシェ・ジャポン全国事務局やNPO法
人Farmer’s Market Associationと連携
し、水戸市独自の実行委員会を設置、協
賛団体を広く募っていき、運営していく。
開催他都市との連携を活発化すること
で、新たな文化形成に発展させていく。
開催都市　⇒東京・青山国連大学
（http://farmersmarkets.jp）
　　　全国の開催状況はマルシェ・ジャポ
ン（http://www.marche-japon.org）

水戸公設市場で営業している専門業者
による生鮮品の販売を採り入れる事で、
卸売業者ならでは陳列のボリューム感を
出すことができ、いわゆるマルシェの雰
囲気や賑わい感を創出していく。
ファーマーズ・マーケットも定期開催し、
県内農産地のコミュニティーが来街する
きっかけ作りや、双方のコミュニティー交
流の場として活用していく。
また、購入した生鮮品をその場で食べら
れるBBQコーナーも整備する。食べ方提
案や、簡単な料理教室も開催できること
で、賑わいを創出する。
②農業体験の推進拠点整備事業
都市部に生活主体を置きつつ週末就農
するスタイルへの希望者をサポートす
る。まちなか市場を集合・解散拠点、情
報受発信拠点として、当事業をPRも含め
た、多機能施設として整備する。農業体
験受け入れで連携する農産地域への往
復は、当施設発着のシャトルバスなどで
対応し、原則マイカー規制。
収穫した作物はまちなか市場のファー
マーズ・マーケットで販売でき、利用者の
選択によって様々な体験や経験ができる
ようにし、生活の豊かさを満たす。

③首都圏からの消費者の取り込みのた
めのクラインガルテン設置事業
中心市街地近郊の根本、柳河、青柳エリ
アのいずれかに、まちなか市場の別館と
してクラインガルテンを整備する。
中心市街地との機能的なつながりを持た
せるために、収穫した農作物はファー
マーズ・マーケットで販売できるようにす
る。クラインガルテン利用者が中心市街
地を利用するきっかけとなり、にぎわいを
創出していく。
本事業には上位計画が必要であり、農
村振興基本計画を策定する。

④フォーミュラE
2014年秋に北京で初開催し、全世界10
都市、全11戦で競われる、電気自動車に
よるフォーミュラカーレースを水戸市内で
開催する。
偕楽園や千波湖を中心とした都市型公
園から、水戸城址や水戸のメインストリー
トといった都市部を巡るコースを設定し、
水戸の魅力が詰まったレースを企画す
る。フォーミュラEは公道レースのみで開
催されており、テレビ中継を通して、街並
みや都市景観を全世界に発信できるとい
う強みを持つ。
コミッショナーや参加チームだけでなく、
タイヤや部品メーカー、ジャーナリスト、
そして多くのファンが来街することから、
宿泊施設と連携をとり、水戸泊を売り込
む（F1は東京に宿泊してしまう）。コミッ
ショナーと連携を取り、また、飲食店やナ
イト業態も取り込み、中心市街地一体と
なって、誘致する。

H28　調査、場所の選定。既存の市場と
の調整、参加事業主の募集。
⇒中心市街地意識アンケート、企業向け
意識調査、周辺農業実態調査、
拠点設置場所選定、水戸市公設市場と
の実施団体設立、FIAとの調整
自民党モータースポーツ振興議連、経済
産業省、電気自動車普及協会、
国内で既に誘致活動をしている自治体
（横浜市、大阪府）と情報交換
H29　市場建設、PR
⇒設計・建築、PR開始、利用者募集開
始、フォーミュラE誘致活動
H30 運営スタート
⇒運用開始、PDCA

○事業の実施場所・エリア
①市場②推進拠点　⇒市民会館、五軒
町1丁目、
太田街道の金町1丁目・北見町～大町～
南町3丁目
③クラインガルテン　⇒根本、柳河、青柳
④フォーミュラE　⇒中心市街地⇔千波湖

○整備する施設等の機能，想定される規
模
市場のサテライト施設であるが、それほ
どの広さは必要無い。
物販部分より、BBQやイベントなど、フ
リースペースの確保が必須。
クラインガルテンは、中心市街地隣接地
区に40棟。市民農園、BBQサイト併設。

○イベントの内容，出店者数・参加者数
など想定される規模
週末就農者を募ったファーマーズ・マー
ケットを開催。毎回10～20人規模の出
店。
専門業者の店舗とともに、来場者に買い
物を単身でもらう楽しみを創出。
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№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推

進

デ
ザ
イ
ン

(

産
業
創
生

）

デ
ザ
イ
ン

(

産
業
創
生

）

中心市街地のお店が、買い物を
した方にバス料金が１００円にな
るチケットを配布。
そのチケットをつかえば、どこま
で乗ってもバス料金が１００円に
なるというもの。
負担内訳は、バス利用者100円、
中心市街地の個店100円、行政
100円、バス会社100円とし、合
計400円で100円バスを運行。
実質、バスチケットの利用者は
「駅前～大工町内」の利用者が
中心となるので、170円区間に
400円投入する事となる。

１００円バスチケットは、中心市
街地の個店がまちづくり会社か
ら購入。
バス会社は、このチケットの使用
枚数に応じて、市から１枚に付１
００円の補助を受ける。

○
ま
ち
づ
く
り
会
社

○
バ
ス
会
社

〇
水
戸
市

　街なか100円バス

コミュニティサイクルシステ
ム構築
　コミュニティサイクル駐輪
場
　自転車　　台

○街なか交通体系改善
○公共交通（バス）利用促進
○街なか利用促進
○街なか消費拡大

○
水
戸
市

○
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
よ
る

運
営

23 P115コミュニティサイクル

○環境にやさしい
○観光客の回遊性アップ
○放置自転車の削減
○中心市街地への脱車

会員制の自転車レンタルシステ
ム、拠点であれば貸出・返却自
由に出来
観光客の回遊の利便性をはか
る。
まちなか居住者の利便性の向
上。

○事業の設置場所・エリア
水戸駅・水戸駅南・南町・泉町・
大工町・弘道館・千波湖

22

まちづくり会社　チケット
印刷費200,000円＋販
促費400,000円＝
600,000円（水戸市補助
金）
バス会社　@100×チ
ケット使用枚数
水戸市　　@100×チケッ
ト使用枚数

公
共
交
通
の
利
用
促
進

P111

22



№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

ま
ち
な
か
の
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

Ｐ８１

①事業の認可
②予算編成
②事業者選定
④事業開始

デ
ザ
イ
ン

年
間
３
億
円

■行政に規制緩和・制度づくりを依頼・提言する事業

負
担
無

26
中心市街地における
事業内保育所の整備

○現在国が定めた事業内保育
事業があるが、中心市街地で単
独で事業所内保育事業を展開で
きる企業は少ない。市民も、中心
市街地の企業に勤める従業員も
利用できる保育所を街中に整備
する。
○中心市街地の充実した保育事
業所の設置を促進
○空店舗・空オフィスビル・駐車
場・休遊地等の有効活用
○さまざまなニーズに即した保
育環境の整備
○街の企業・商店が一体となり、
企業の従業員及び水戸市民の
保育に参加する

○国の基準では補助を受けるに
当たり従業員の預ける子供の数
に制限があり、基準を下回ると
補助金がもらえない。その為整
備したくてもリスクが多く整備で
きない。基準を下回っても一般の
子供を預かれば補助を出す基準
に変更する。
○国の基準では補助するのは開
設後５年となっており、６年経過
後は全額各企業の負担、保育者
の負担となる。期限を設けず、基
準を満たす限り補助をする。

○水戸市
○NPO
○まちづく
り株式会
社
○民間企
業
○水戸市
民

24
中心市街地における
小規模保育事業の設
置基準の緩和

中心市街地における
保育事業主への補助
金

25

○水戸市
○NPO
○まちづく
り株式会
社
○民間企
業
○水戸市
民

○中心市街地の小規模保育事
業の設置を促進
○空店舗・空オフィスビル等の活
用
○まちなかでの保育環境整備促
進

デ
ザ
イ
ン

デ
ザ
イ
ン

○現在の小規模保育事業の設
置基準には園庭の設置義務が
ある。
街中で園庭を設置する、また近
隣の代替え地を確保することは
困難であるため、近隣の遊休地
を活用し、小規模保育園の園庭
とすることを認可する。
○芸術館でも代用できるように
する
○遊休地を提供した地権者に固
定資産税の免除を行う。

○中心市街地の充実した保育事
業所の設置を促進
○空店舗・空オフィスビル等の有
効活用
○さまざまなニーズに即した保
育環境の整備

○現在中心市街地活性化エリア
には駐車場・空き店舗・空オフィ
スビルが多数ある。
　それらを有効活用し、新築・改
装等付加価値の再設定を行い
有効活用する。
○水戸市で適当と思われる基準
を定め、基準に達した認可外保
育所に対し、新築・改装費・運営
費等の補助金を支給する。

○水戸市
○NPO
○まちづく
り株式会
社
○民間企
業
○水戸市
民

年
間
５
億
円

①事業の認可
②予算編成
②事業者選定
④事業開始

①事業の認可
②予算編成
②事業者選定
④事業開始
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№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

P94

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
街
路
の
緑

化
推
進

デ
ザ
イ
ン

デザイン

デザイン P84

通常予算＋固定資産税軽減分

中心市街地　緑化計画
(MITO景観アドバイ
ザー制度 と連動)

30

29 まちなか定住者促進

○居住人口増加
○まちなか移住の誘導
○子育て世代への住宅購入援
助
○住宅購入者への援助

○新築マンション・新築戸建を購入してま
ちなかに移住
した世帯に、市民税減免（3年～5年）、固
定資産税軽減，
住宅ローン利子補給，家事代行サービス
への助成を行い
まちなかの居住人口を増やす。
〇助成、補助への財源確保

〇民間事業
者

27

中心市街地における
認可・認可外保育所の
病児・病後児保育の整
備に対する補助金

○現在認可保育所に対し、病児・病
後児保育を整備した場合の補助金
はあるが、病児・病後児保育には補
助以上に相当な費用が掛かる為実
際に設置している保育所は少ない。
○子供が少し具合が悪くなっても、
保護者に代わり看病し、保護者が勤
務終了するまで預けられる保育施設
の整備が必要。

○認可・認可外保育施設にかかわらず、
まちなかの医療機関と連携、もしくは看
護師等を設置して病児・病後児保育を行
う保育施設に対し、その費用を全額補助
する。

賃貸マンションの建設事業者に建設資金
の補助・固定資産税の軽減を図り
入居者には、家賃の助成を行う。

○事業の設置場所・エリア
泉町エリア

○民間
○水戸市にて
建設費助成

28
賃貸マンション特区
（泉町）

○水戸らしさをもった景観による
観光を中心としたにぎわいを目
指す
○歩行者通行量や個店来客数
の増加を目指す
○緑の街水戸をアピールし、居
住人口の増加を目指す
○「緑の街」のイメージによる周
辺エリアの投資価値向上

公園のおおいまち水戸のイメージで街を
つなげていく
「水戸まちづくり緑化条例」をつくりあげる
　　＊MITO景観アドバイザー制度と連動
○緑化により固定資産税の軽減になる
キャンペーン
（敷地面積の上限20％までは固定資産
税が軽減）
○コインパーキング緑化条例（メインスト
リートに面した場合は緑化義務がある）
○事業の実施場所・エリア：駅周辺→中
心市街地
○水戸らしい花、樹木の選定　（公募各
十種類選定）

○まちなかの居住人口を増やす
○コインパーキングの有効利用
○遊休土地の有効利用

プランＡ　全戸1ルームタ
イプ 建設費 500,000千
円
プランＢ　2ＤＫ・1ルーム
混合 建設費550,000千
円

○水戸市
○NPO
○まちづくり
株式会社
○民間企業
○医療機関

○水戸市

①事業の認可
②予算編成
②事業者選定
④事業開始

デザイン

１施設年間３００万

まちなか共同住宅整備
促進事業

子育て世帯等、まちな
か住みかえ支援事業

まちなかの保育ニーズ
に対応した保育サービ

スの充実

P85

Ｐ８１
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№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

P94

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
街
路
の
緑
化
推
進

デ
ザ
イ
ン

① 水府提灯的な街灯やファザー
ドで夜の水戸をロマンチックにつ
なげていく
② 緑視率の高い都市イメージを
構築する
そのための有識者による「景観」
を考える会の発足
○中心市街地の人と人を結ぶハ
ブ的な役割として機能
　（中心市街地の修繕相談窓口
としても機能）
○外観や内装等のデザイン相談
の窓口として機能する
○景観のあるべき方向性（水戸
らしさ）を指し示す指導が出来る
組織を目指す
○将来的には法的申請時に相
談するということが前提となるよ
うな組織を育成する
○緑化により固定資産税の軽減
になるキャンペーン
（敷地面積の上限20％までは固
定資産税が軽減）
○コインパーキング緑化条例（メ
インストリートに面した場合は緑
化義務がある）
○水戸らしい花、樹木の選定
（公募各十種類選定）

31
MITO景観アドバイ
ザー制度

○水戸らしさをもった景観による
観光を中心としたにぎわいを目
指す
○夜間の歩行者通行量や個店
来客数の増加を目指す
○「ロマンチックな水戸の街」の
イメージによる周辺エリアの投資
価値向上を目指し、
　　制度化を目標とする

運営費年間100万円
月2回の審査及びミー
ティング
（有識者に交通費の支
給　調査費実費　お弁
当代）

○
水
戸
市
よ
り
選
出

（
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー

カ
ー

3
名
　
建
築
士
3
名

）

① 担当職員の選
定
② 有識者の選定
③景観コンセプト
の設定　④制度化
スケジューリング

25



№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

資金：水戸市、助成金
拠点維持、人件費、
アーカイブ調査研究発
行などの経費
※新規：年間1,000万円
〜2,000万円、既存：年
間700万円〜1,400万円
　
（継続するソフト事業に
おいては，年当たり事業
費）

事業主体：
水戸市
業務委託
先：既存組
織（例えば
水戸クリエ
イティヴ
ウィーク実
行委員会や
まちなか情
報交流セン
ター、水戸
観光協会、
VILLAGE31
0など）

まちなかプロジェクト実
現センター（仮）

中心市街地で新しい事業に取り
組む際に、各種手続きのワンス
トップ化、助成などの情報共有と
サポート体制、アイデアを実現し
やすい環境を恒常的につくること
で、今後さまざまなプロジェクトを
支援することができる。

32

1.各種プロジェクト
における手続きの
プロセスを調査し、
代行や支援の可
能性を探る
2.中心市街地認定
における各種助成
メニューの熟知と
マッチングの可能
性を探る
3.空き店舗やス
ペース、既存プロ
ジェクトの情報共
有と連携を進める
4.相談窓口の設置
（バーチャルから
始めリアルでの設
置を目指す）
中心市街地におけ
る事業の窓口とな
る要素が大きいた
め、まちのことを熟
知し且つ日本・世
界を見越したバラ
ンス感覚の良い人
材が求められる。
物理的に窓口を作
り相談業務にあた
ることで、市役所
側の負担を軽減す
るとともに中心市
街地で活動を考え
ているプレーヤー
とコミュニケーショ
ンを密にとることで
新しいプロジェクト
が実現しやすい環
境を整えることが
急務である。

●資金面：新規事業のスタート
アップ助成申請サポート
●手続き：プロジェクトの手続き
ワンストップ化
●相談：プロジェクトの実現へ向
けての相談事業、サポート
●集客：広報支援（デザイナー紹
介など制作面から配布・ウェブ告
知など）
●記録：アーカイブ事業（事業の
記録・発信）⇒批評性の介在
⇒プロジェクトの継続化を念頭に
置いたブラッシュアップサポート
⇒コミュニケーションの活発化と
情報発信（中心市街地で実現で
きる可能性の提示）
⇒まちなか事業コンテスト（事業
の品質向上）
⇒リノベーションなどの空き店舗
対策をからめても良い効果が得
られる

P106
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№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

① 町内会との協
議
②設置調査
③見積もり予算

P108

デ
ザ
イ
ン

33

水府提灯ロマンティッ
クス　提灯型街灯　＋
屋台村　＋ファサード
補助金

○水戸らしさをもった景観による
観光を中心としたにぎわいを目
指す
○夜間の歩行者通行量や個店
来客数の増加を目指す
○安全な都市水戸をアピール
し、居住人口の増加を目指す
○「ロマンチックな水戸の街」の
イメージによる周辺エリアの投資
価値向上
○個店のHUB的な意味あいで各
店につなげていく役割

水府提灯的な街灯で夜の水戸を
ロマンチックにつなげていく
○事業の実施場所・エリア
　　　優先順位①うらみとロード
くろばね商店街→蔵屋敷→茶の
間→みとっぽ→かにや→宮下銀
座
　　　優先順位②歴史ロード
　　　　弘道館→弘道館裏梅林→
旧県庁・県立図書館→知事公社
○提灯屋台村　→　例）東照宮
前　駐車場
○ファサード補助金
各商店が新築・改築する場合、
オリジナル水府提灯看板等を設
置する計画の場合
最大で建設費総額の1/2を補助
する
また、軒先に提灯を飾る場合は
半額補助

提灯的街灯
○水戸市
ＬＥＤを使い
コストダメー
ジの少ない
街灯を考案
ランニングコ
ストも減少
屋台村○水
戸市　土地
買い取り（借
り上げ）　常
設テントの
設置と水回
り環境
○まちづくり
会社（運営）
→　2年間で
売却
ファサード補
助金○水戸
市

街灯（工事費込）200000
円　　26本  電線工事
500万円
２0ｍ間隔　500m
屋台村→鉄パイプの建
物　総工費　3000万円
収入　場所代月3万円
20ブース　720万円
ファサード補助金　上限
300万円（総費用1/2ま
で） の補助金　水戸らし
さ度率評価

水
府
提
灯
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
事
業
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№ 事業名 事業の目的 事業の概要 事業主体 事業費及び収支概要

想定する
事業化への

プロセス
（または課題）

部会 基本計画 該当
ページ

デ
ザ
イ
ン

(

産
業
創
生

）

デ
ザ
イ
ン

(

産
業
創
生

）

○自動車所有者を減らすことに
より
　 地球温暖化対策
○マンションにカーシェア設置に
より近隣住民の脱車社会向上
○分譲マンション・賃貸マンショ
ン事業者
　マンション近隣住人・近隣事業
者

35
カーシェアリングによる
駐車施設附置緩和

郊外からの方は、大型駐車場に
停めて、中心市街地へは、周遊
バス、
オンデマンド交通、自転車を利用
して歩いて楽しいまちを目指す

○事業の設置場所・エリア
　千波湖周辺駐車場・西の谷立
体駐車場・金町立体駐車場

まちなか駐車場整備
（パークアンドライド）

34
○水戸市
○まちづくり
会社

○歩いて楽しい中心市街地にす
る
○中心市街地渋滞解消

○マンションにカーシェアリング
を設置した事業敷地には、
駐車施設の附置義務の緩和をし
て脱車社会を目指し
余剰敷地には緑を増やし温暖化
対策を図る。

○マンション
管理組合
○土地所有
者
○カーシェア
設置業者
○水戸市

公共交通の利
用促進

P111
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